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牧 草の多量施肥の影響

一北海道根釧地方の実態一

北海道立根釧農業試験場
草地、科長 平 島 手リ 昭

北海道の根釧地方では，この10年聞に酪農を中心とし が必要なこと，などがあげられる。

た草地開発が著しく進展し，草地面積および乳・肉牛飼 一方，このような草地生産性の向上左ともに，近年3

養頭数の増加率が高く，また単位面積当たりの牧草収量 本地方の牛の疾病，とくに産前産後の起立不能症が多発

も順調に伸び，牛1頭当たりの草地面積も 1haを割るょ するようになってきた。

うになった(第1表〉。 例えば，別海町における起立不能症の発生率は，昭和

43年の 0.66%から，昭和 47年には

1.36%と倍増し，全疾病発生中の割

合も 3倍に達している。

このような起立不能症は，きわめ

て多くの原因が考えられているが，

飼料中のミネラルバランスの不均衡

もその 1因にあげられている。

とくに当地方のように，牧草主体の飼養で、は，当然，

牧草中のミネラノレ，すなわち， りん酸，カリ，石灰，苦

土などの含有率が注目されるようになった。

根釧地方の土壌は，新規の摩周統火山灰からなり，腐

植はやや多いが，土性は砂壌土でp 置換容量も大きくな

い。塩基飽和度はやや高いが，塩基の絶対量は少なく，

第 1表 根釧地方の草地面積と乳・肉牛頭数(農業基本調査資料による)

年次
草地面積(千ha) 牧草収量 乳肉牛頭数(千頭)

牛草地1頭面(h積a 当)たり
牧草地永年草地 (t/ha) 乳牛 肉牛

日召 40 43.1 96.2 16.9 66.1 2.4 2.03 

44 62.0 95.6 28.1 107.1 8.1 1.36 

49 127，0 36.5 33.2 167.5 23.4 0.85 

指f40数年 44 144 99 167 162 342 67 

295 38 197 253 985 42 

注)永年草地には，野草地や放牧利用している山林を含む。

このような草地生産性の向上は，草地管理法の改善も

あるが3 主として施肥量の増加によるところが大きく，

とくに窒素とカリの多肥傾向が認められ，またこの 2'""'"

3年間には，石灰，苦土の伸びも著しい(第 2表〉。

第2表根室内陸地帯の販売肥料要素の推移

(ホクレン調査資料による。 44年実績=100)
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このような多肥傾向の理由は，第lに牛の増加率が，

草地面積の増加率を上回札牧草の多収をはかる必要が

あったこと，第2には3 草地造成後の経年化に伴なって

草地生産性が漸次低下していること，第3にはp 経年草

地では，混播したマメ科牧草が消失し，イネ科牧草主体

となり，その生産性維持のためには，窒素とカリの多用
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カリや苦土も欠乏しやすい。りん酸吸・収力がやや強'く，

有効りん酸も少ない。

そこで，当地方における経年草地の土壌と，牧草につ

いての実態調査の 1例を第3表に示した。

第3表 根釧地方の経年草地における土壌および

牧草中の無機成分含量

と
『
』
『
'
季 昭和51年 2月 1日~ 

寸こ.

つぎに，多肥に伴う諸問題を整理してみよう。窒素の

多用は，まずマメ科率を低下させ，イネ科牧草を優占さ

せる。その結果，収量確保のため，さらに窒素とカリの

多用が必要となる。窒素多用は二k壌の硝酸態窒素を増加

項 目 P205 K20 CaO MgO 

壌土の中含宥量

含量(rng) <15 15-25 <10 10-15 <150151250 <10 10-15 
頻度(%) 25 ド六27 J イ 62 24 24 58 60 28 

平均値(rng) 24:5' ， 10.3 20.3 10.'0 

牧草のZ 率
含有率(%) <1.50

0・竺0.60 く1.501.5~0528 .50 く0.500'~0.70 <0.200.2~0 0.25 
頻度(%) 21 44 26 31 46 42' 38 

平均値(%) 0.57 1. 90 0.63 0.20 

し，牧草に吸収されると同時に，これ

が塩基と結合じi塩基流亡の原因どなι

る。そのため土壌は次第に酸性化し，

♂塩基が不足し(第4表)，牧草の塩基

含有率を低下させる。とくに塩安，硫

安などの生理的酸性肥料では，やや酸

性化しやすい。

またイネ科牧草の塩基含有率はマメ

科牧草より低い(当地方主要牧草のチ
注〉土壌中の含有量は P205は%塩酸可溶， K20， CaO. MgOはいずれも置換性で
乾土lOOg当たりのmg，牧草中の合有量は乾草当たり%

りん酸は草地造成時に，土壌改良資材とじて施用され モシーではとく iと低い〉ので，イネ科牧草主体草地で

は，家畜飼料としての塩基不足がさらに大きい。るが，追肥効果が少ない(とくにイネ科牧草に対して〉

ため，その後の補給が不十分で，経年草地の土壌ではか

なり低りん酸となっている o

カリは追肥効果が高ぐ追肥量も割合に多いがj牧

草によ、る収奪が多乙くため，土壌中で、はなお10mgK20

程度のものが多い。石灰もりん酸と同様，造成時に

施用されるが，追肥されるこどが少なく，経年草地

では漸次低下し，酸性化している。苦土は造成時に

i土壌改良資材のようりιによって施用されるが，経
年化とともに減少し，'10mgMgO以下に低下している土

ー壌が多u、。

‘一方，このような草地土壌に生育している牧草(1番

草〉のりん酸および塩基の含有率は，いずれも低い値を

示すものが多かった。そこで，このような牧草中のミネ

ラル含有率と，家畜のミネラル摂取量の関係について検

討kしてみた。

いま体重500kg，牧草乾物摂取量15kgj日，産乳量20

kgj日，乳脂率3.5%とすると，第3表の牧草の含有率で

は， リンでは90%，カルシュウムでは33%のものが家畜

摂取量が不足する。

また飼料中の Ca:PポtIgは 5:4:3がよいとされて

いるが，第3表の平均値は，この比が 5:2. 8: 1. 3とな

り， リンとマグネシュウムの不足が顕著である。

家畜のグラステタニーはマグネシュウム不足に起因し

KjCa十Mgの当量比が2.0以上で多発するといわれる

が3 第3表では，この比が2.0以上の牧草が21%を占め

ていた。

以上の点から昭和48年の調査結果では，牧草中のり

ん酸と苦土の不足が大きく p 石灰にも留意する必要があ

ると思われた。第2表で，昭和49年の Iヲ205，CaO， MgO 

が急増したのは，このような調査結果を反映したもので

ある。

また窒素含有率の高い牧草は，家畜のマグネシュウム

第4表窒素を施用した草地土壌のPHと
置換性塩基含有量 (mg/lOOg)

試験の種類

3要素試験

(造成後7年目)

MgO 

4.6 

2.9 

5.9 

5.1 

窒素用量試験

(造成後2年目)

利用率を低下させるので3 前述のグラステタニーの原因

となりやすい。窒素多用の牧草は，硝酸態窒素が高まり

家畜の硝酸中毒の原因となる。

窒素多用は牧草収量を高めるが，牧草根量を減少し，

草生密度を低めやすいのマ，草地の永続性も低下するこ

とが認められている。

カリの多用は，多窒素条件ではむしろイネ科牧草の優

占に寄与する。

とくにカリはぜいたく吸収されやすいが3 カリ含有率

の上昇は，前述の KjCa十Mg比を高めてj グラステタ

ニーの危険性が増大する。

以上こどから，当地方の牧草施肥の改善方向をまとめ

てみる。まず窒素は速効性化学肥料の多用を避け，ふん

尿や緩効性窒素の利用によって，塩基含有率、の高いマメ

科牧草の混生比を適正に維持する。りん酸とカリは，少

窒素条件下で、はマ iメ科率維持に貢献するので，十分に追

肥する。

しかし，カリの多用は避け，やや緩効性であるふん尿

中のカリを十分活用する。石灰や苦土はそれぞ:れ適当な

資材で十分に補給してゆくことが必要である。


